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電話  0172 － 39 － 5113 FAX  0172 －　39　－ 5112

本研究で取得された情報は、個人が特定されないよう配慮し、本研究以
外での使用はされません。また、研究期間中から研究後まで、個人のプ
ライバシーが守られるようデータを保管し、個人が特定されないよう十分
配慮いたします。対象患者様より参加拒否の申し出があった場合は，対
象データをこの研究から除外致します。
ただし，学会や論文等で発表された後の拒否の申し出に対しては，
公表済みの結果の修正には応じられませんのでご了承ください。

弘前大学大学院医学研究科麻酔科学講座

当科で保存している診療記録より、がん性疼痛で神経ブロックを行った症
例を抽出します。評価項目は、痛みを0から10までの11段階の数字で評
価するNumerical Rating Scale、行った神経ブロック、オピオイドの使用
量、痛みの性状、副作用などです。
統計学的検討はt検定やANOVAを用いて検討します。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

がん疼痛緩和における神経ブロックの効果についての検討

当院でがん疼痛緩和のために神経ブロックを施行された患者様

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

麻酔科

神経ブロックによりがんの痛みが軽減されると、オピオイド鎮痛薬などの
内服薬の減量や、食事や家事、仕事が可能になるなどの日常生活の質
の向上を望むこともできる場合があります。その神経ブロックによる効果
を検討することは、患者とって大変意義があると考えられます。

神経ブロックを施行された症例から効果や安全性、アプローチ法などを
検討することで、今後さらに患者に利益の大きい鎮痛方法を提供できると
考えられます。

開示すべき利益相反はありません。

なし


